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組合長あいさつ
第53回通常総代会終了
令和5年度決算関係
令和6年度部門別の取組概要
令和6年度森林整備事業の実施
とみはら自然の森・地区別懇談会・相続登記の申請義務化
造林作業の省力化を図るコンテナ苗
ヒグマにご注意
お知らせ・新人紹介・退職のお知らせ
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旭川市森林組合 検索

江丹別の森に暮らすモモンガ（旭川市江丹別）



　

緑
溢
れ
る
季
節
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
当
組

合
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
明
け
早
々
、
元
旦
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
多
数
の
死
傷
者
が
出
ま
し
た
。

翌
日
に
は
、
そ
の
震
災
の
救
援
に
向
か
う

海
上
保
安
庁
と
日
航
機
の
航
空
機
が
衝
突

炎
上
す
る
悲
惨
な
事
故
も
起
こ
り
ま
し
た
。

地
震
、
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

2
月
開
催
の
第
53
回
総
代
会
は
、
経
済

活
動
の
正
常
化
が
進
み
、
通
常
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
9
件
の
提
出
議
案
が
原
案

の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、令
和
6
年
度
の
森
林
整
備
予
算
は
、

当
組
合
に
お
い
て
前
年
比
１
０
０
・
６
％
の

配
分
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
工
林
資
源
の
主
伐
が
進
め
ら
れ
る
中
、

限
ら
れ
た
予
算
で
組
合
員
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
旭
川
市
、
比
布
町
、
東
神
楽
町
の
行
政

支
援
を
頂
い
て
所
有
者
負
担
の
違
い
が
生
じ

な
い
森
林
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

現
在
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
製
材
と

も
に
需
要
の
低
迷
で
荷
動
き
が
悪
い
状
況

に
あ
り
木
材
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
利
用

間
伐
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

直
営
作
業
は
、
15 

ha
の
春
造
林
を
終
え
、

現
在
、
造
林
地
の
下
刈
作
業
を
行
い
、
8

月
中
旬
ま
で
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
熱
中

症
、
蜂
な
ど
大
変
な
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、

対
策
を
と
り
作
業
し
て
参
り
ま
す
。

　

林
業
は
他
産
業
に
比
べ
極
め
て
高
い
労

働
災
害
が
発
生
す
る
状
況
に
あ
り
、
労
働

安
全
衛
生
講
習
会
等
の
教
育
研
修
を
実
施

し
、
労
使
一
体
と
な
っ
て
労
働
災
害
ゼ
ロ

の
職
場
環
境
に
努
め
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
組
合
員
の
皆
様
か
ら
徴
収
し

て
い
ま
し
た
賦
課
金
は
、
理
事
会
で
十
分

協
議
し
今
年
か
ら
廃
止
と
し
ま
し
た
。

　

公
共
予
算
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
所
有

者
負
担
の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
組
合
員

皆
様
方
へ
少
し
で
も
多
く
利
益
を
還
元
で

き
る
よ
う
、
役
職
員
・
作
業
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

員
10
名
）
の
う
ち
、
本
人
出
席
68
名
、
委

任
代
理
人
出
席
12
名
、
書
面
決
議
81
名
、

合
計
１
６
１
名
の
出
席
で
開
会
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
長
に
比
布
地
区
の
牧
野
勝
頼
総
代
を

選
出
し
、
提
出
議
案
9
件
が
原
案
ど
お
り

承
認
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
津
組
合
長
は
開
会
挨
拶
で
、
長
期
化

す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に
収
束
の
気
配
が

見
ら
れ
ず
、
原
油
や
資
材
価
格
も
依
然
と

し
て
高
止
ま
り
の
傾
向
で
す
。
建
築
用
資

材
の
価
格
上
昇
で
住
宅
着
工
件
数
が
減
少
。

現
在
は
円
安
で
輸
入
材
が
高
騰
。
道
産
木

材
に
転
換
す
る
動
き
が
出
て
、
道
産
材
需

要
の
高
ま
り
を
好
機
と
捉
え
、
そ
の
対
応

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
部
門
の
中
で
、大
き
な
ウ
エ
ー

ト
を
占
め
る
委
託
事
業
は
、
今
年
度
も
旭

川
市
の
市
有
林
管
理
業
務
、
と
み
は
ら
自

然
の
森
施
設
管
理
業
務
、
ア
ラ
イ
グ
マ
捕

獲
業
務
、
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
、
比

布
町
の
ス
キ
ー
場
草
刈
業
務
を
受
託
致
し

ま
し
た
。

　

民
有
林
の
作
業
道
整
備
は
、
地
区
別
懇

談
会
で
要
望
さ
れ
た
地
域
の
実
情
を
解
消

で
き
る
よ
う
、
旭
川
市
と
比
布
町
に
理
解

を
頂
き
整
備
を
進
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
の
事
業
実
績
は
、
組
合
員
皆

様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
、
職
員
、
作
業
員
、

協
力
事
業
体
の
取
り
組
み
に
よ
り
事
業
総

収
益
3
億
７
，
８
０
０
万
円
、
当
期
未
処

分
剰
余
金
１
，
５
２
５
万
円
の
計
上
を
報

告
で
き
ま
す
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
6
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

今
年
か
ら
森
林
環
境
税
の
徴
収
が
始
ま
り

ま
す
。
市
町
村
に
配
分
さ
れ
る
環
境
譲
与

税
が
、
森
林
整
備
の
支
援
や
地
域
の
課
題

に
幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
行
政
機
関
に

助
言
と
提
案
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
の
森
林
整
備
予
算
は
、
昨

年
並
み
に
確
保
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
木

材
需
給
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
人
工
林
の

皆
伐
と
伐
採
後
の
着
実
な
植
林
を
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

　

森
林
整
備
の
推
進
に
あ
た
り
、
旭
川
市
、

比
布
町
、
東
神
楽
町
に
行
政
支
援
を
要
請

し
ま
し
て
、
所
有
者
負
担
の
違
い
が
生
じ

な
い
森
林
整
備
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

最
近
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
造
林
地
の

測
量
や
調
査
業
務
の
効
率
化
に
向
け
、
ド

ロ
ー
ン
を
導
入
し
た
ス
マ
ー
ト
林
業
の
取

り
組
み
も
考
え
て
参
り
ま
す
。

　

今
ま
で
皆
さ
ん
に
納
め
て
頂
い
て
い
た

賦
課
金
は
、
昨
年
の
理
事
会
で
協
議
を
し
、

今
年
か
ら
廃
止
す
る
事
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
令
和
6
年
度
の
事
業
運
営
に
あ

た
り
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
開
会
挨
拶
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
上
川
総
合
振
興
局
上
川

南
部
森
林
室
長
の
野
原
重
俊
様
、
旭
川
市

農
政
部
農
林
整
備
課
長
の
松
本
直
樹
様
、

比
布
町
農
林
課
長
の
渡
邊
貴
弘
様
、
東
神

楽
町
産
業
振
興
課
長
の
長
野
泰
定
様
、
旭

川
市
議
会
林
業
活
性
化
推
進
議
員
連
盟
会

長
の
中
野
寛
幸
様
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、

こ
の
ほ
か
多
数
の
方
々
の
ご
出
席
を
頂
き

ま
し
た
。

御

　挨

　拶

旭
川
市
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

　木

　津

　
　勝

　

第
53
回
通
常
総
代
会
が
2
月
28
日
旭
川

市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5
類

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
当
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
中
、
4
年
振
り
に
関
係
機
関
、
指
導

機
関
の
方
々
の
ご
出
席
を
頂
い
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。　

　

総
代
会
は
、
総
代
定
数
２
１
０
名
（
欠

第第
5353
回
通
常
総
代
会
を
終
了

回
通
常
総
代
会
を
終
了

総代会風景

木津組合長　開会挨拶
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議

　案

●
議
案
第
１
号

　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
及
び
計

算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
注
記
表
、
附
属
明
細
表
及

び
剰
余
金
処
分
案
）
に
つ
い
て

●
議
案
第
２
号

　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に

つ
い
て

●
議
案
第
３
号

　
令
和
６
年
度
内
に
お
け
る
借
入
金

の
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
４
号

　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
一
組
合
員

に
対
す
る
貸
付
金
の
最
高
限
度
額

の
決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
５
号

　
一
組
合
員
の
負
担
す
る
債
務
に
対

す
る
債
務
保
証
の
最
高
限
度
額
及

び
事
業
年
度
内
に
お
け
る
債
務
保

証
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い

て
●
議
案
第
６
号

　
余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の
決
定
に

つ
い
て

●
議
案
第
７
号

　
各
種
補
助
金
の
代
理
申
請
に
係
る

事
務
取
扱
手
数
料
率
の
決
定
に
つ

い
て

●
議
案
第
８
号

　
令
和
６
年
度
役
員
報
酬
の
決
定
に

つ
い
て

●
議
案
第
９
号

　
定
款
及
び
定
款
附
属
書
、
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

2



●
運
営
の
基
本
方
針

一
、
組
合
員
に
信
頼
さ
れ
る
組
織
体
制
の

確
立
に
努
め
ま
す
。　

二
、
木
材
の
需
給
動
向
を
注
視
し
、
人
工

林
の
伐
採
と
伐
採
後
の
造
林
を
着
実
に

進
め
造
林
未
済
地
の
解
消
と
森
林
資
源

の
保
続
に
努
め
ま
す
。

三
、
森
林
整
備
の
推
進
に
あ
た
り
旭
川
市
、

比
布
町
、
東
神
楽
町
に
行
政
支
援
を
要

請
し
、
所
有
者
負
担
の
違
い
が
生
じ
な

い
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

四
、
担
い
手
の
育
成
・
労
働
力
確
保
に
対

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
導
入
し
た
林

業
機
械
で
直
営
に
よ
る
皆
伐
事
業
を
行

い
通
年
雇
用
化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

五
、
き
の
こ
栽
培
講
習
会
や
リ
ー
ス
作
り

の
開
催
、
薪
、
き
の
こ
資
材
の
取
扱
を

通
じ
、
森
林
の
魅
力
や
木
材
利
用
の
重

要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
ま
す
。

六
、
先
端
技
術
の
活
用
に
よ
る
効
率
的
な

森
林
整
備
の
実
施

七
、
労
働
安
全
衛
生
に
係
る
様
々
な
取
組

や
対
策
を
と
り
、
労
使
一
体
と
な
っ
て

常
に
原
点
に
立
ち
返
る
行
動
で
、
災
害

ゼ
ロ
・
安
全
第
一
の
職
場
環
境
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

●
指
導
部
門

一
、森
林
組
合
系
統
運
動「JForest

ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」
の
実
践

二
、
造
林
、
除
間
伐
、
下
刈
、
路
網
整
備

等
の
企
画
推
進
及
び
指
導

三
、
木
育
活
動
（
マ
イ
箸
作
り
、
キ
ッ
ズ

講
座
、
き
の
こ
食
毒
講
習
会
、
リ
ー
ス

作
り
、
そ
の
他
）

四
、
森
林
認
証
の
普
及

五
、
山
火
事
予
消
防
と
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発

六
、
組
合
員
へ
の
情
報
発
信
（
広
報
誌
の

発
行
、森
林
施
業
現
地
検
討
会
、懇
談
会
）

●
販
売
部
門

一
、
集
約
化
に
よ
る
素
材
生
産
コ
ス
ト
の

軽
減
を
図
り
、
組
合
員
へ
の
利
益
還
元

に
努
め
る

二
、
系
統
販
売
力
の
強
化
と
経
費
の
削
減

に
努
め
る

三
、
原
木
流
通
の
状
況
を
見
極
め
、
森
林

所
有
者
の
意
向
に
応
え
ら
れ
る
様
、
人

工
林
の
皆
伐
を
推
進

四
、
薪
の
販
売
、
特
用
林
産
物
の
販
売

●
森
林
整
備
部
門

・
森
林
整
備
事
業

一
、
森
林
経
営
計
画
を
基
本
に
行
政
支
援

の
違
い
が
生
じ
な
い
造
林
・
下
刈
・
枝

打
ち
・
除
間
伐
事
業
の
実
施

　
（
森
林
整
備
計
画
）

植
林 

　
　

56
・
62 

ha

被
害
地
造
林 

　
　

３
・
00 

ha

下
刈 

１
９
１
・
92 

ha

保
育
間
伐 

　
　

12
・
11 

ha

利
用
間
伐 

　
　

59
・
06 

ha

皆
伐 

　
　

54
・
00 

ha

二
、造
林
地
の
測
量
や
調
査
業
務
に
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
林
業
に
取
組

む
三
、
民
間
事
業
体
と
の
連
携
を
図
り
、
効

率
的
な
森
林
施
業
に
努
め
る

四
、
搬
出
間
伐
・
下
刈
・
植
林
の
森
林
整

備
は
所
有
者
負
担
を
願
い
、
森
林
整
備

の
推
進
に
努
め
る

五
、
主
伐
地
に
対
す
る
確
実
な
再
造
林
を

行
い
、
造
林
未
済
地
の
解
消
に
努
め
る

六
、
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た
講
習
会
、

研
修
会
、
安
全
大
会
を
開
催
し
災
害
ゼ

ロ
に
努
め
る

・
利
用
事
業

一
、
林
道
等
整
備
事
業
を
旭
川
市
と
比
布

町
で
取
組
む

二
、
請
負
事
業
の
ほ
か
入
札
へ
の
積
極
的

参
加
に
よ
り
、
事
業
量
の
確
保
を
図
る

三
、
森
林
保
険
の
加
入
推
進
と
災
害
時
に

於
け
る
被
害
調
査
、
申
請
事
務

・
購
買
事
業

一
、
造
林
用
山
行
苗
木
、
緑
化
木
、
果
樹

苗
木
の
斡
旋

二
、
野
鼠
駆
除
剤
の
斡
旋

三
、
き
の
こ
栽
培
資
材
の
斡
旋
（
原
木
、

ほ
だ
木
、
各
種
菌
）

四
、
暖
房
器
具
の
斡
旋

・
林
地
供
給
事
業

一
、林
地
流
動
化
情
報
の
収
集
、林
地
斡
旋
、

売
買

二
、
森
林
経
営
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
確
実
で
あ
る
組
合
員
へ
の
斡
旋

・
金
融

一
、
林
業
改
善
資
金
及
び
日
本
政
策
公
庫

資
金
の
取
扱
い
事
務

●
そ
の
他

一
、
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
実
現
す
る

た
め
、
組
織
及
び
経
営
の
体
制
強
化
を

図
る

二
、
組
合
所
有
林
（
教
育
展
示
林
）
の
取

得
等
に
つ
い
て

三
、
森
林
環
境
税
の
活
用
方
法
の
検
討

四
、高
校
生
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就

業
体
験
）
の
受
入

●
固
定
資
産
取
得
計
画

一
、
車
両
系
建
設
機
械
の
導
入
（
タ
イ
ヤ

シ
ョ
ベ
ル
）
１
，
５
８
０
万
円

事
業
用
地
で
の
薪
材
運
搬
、
冬
山
造
材

の
林
道
除
雪
に
活
用
の
た
め

令
和
六
年
度

　部
門
別
の
取
組
概
要

きのこ栽培講習会

直営による造材作業

きのこ栽培講習会　植菌体験

砂利敷
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令
和
6
年
旭
川
市
森
林
組
合
の
森
林

整
備
予
算
は
前
年
比
１
０
０
・
６
％
の
配

分
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
植
林
、

下
刈
等
を
実
施
す
る
直
営
作
業
員
は
11

名
体
制
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

伐
採
し
て
も
再
造
林
し
な
い
森
林
が

全
国
的
に
増
え
る
中
、
系
統
全
体
で

「
伐
っ
た
ら
植
え
る
」
を
組
合
の
使
命
と

し
て
お
り
、
皆
伐
と
植
林
を
セ
ッ
ト
に

し
て
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
為
、
造
林
予
算
の
関
係
上
２

～
３
年
お
待
ち
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
植
林

　

今
年
度
は
植
林
を
60 

ha
計
画
し
造
林

未
済
地
の
解
消
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

補
助
事
業
に
よ
る
植
林
の
所
有
者
負
担

は
ha
あ
た
り
上
限
７
万
円
で
す
。
但
し
、

組
合
が
関
与
し
な
い
皆
伐
後
の
植
林
は

全
額
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
下
刈

　

下
刈
は
１
９
１
ha
計
画
し
現
場
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
所
有
者
と
の
合

意
の
下
で
６
～
８
月
中
旬
ま
で
作
業
を

実
施
し
ま
す
。
所
有
者
負
担
は
、
ha
あ

た
り
５
～
10
千
円
で
す
。

◎
利
用
間
伐

　

山
林
の
状
況
に
応
じ
定
性
間
伐
と
列

状
間
伐
に
よ
る
間
伐
を
59 

ha
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
同
様
、
利
用
間
伐
の
所
有
者
負

担
が
あ
り
ま
す
が
、
間
伐
材
の
販
売
代

金
か
ら
所
有
者
負
担
を
頂
き
ま
す
の
で
、

実
際
の
持
ち
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
尚
、

令
和
５
年
の
間
伐
素
材
代
の
還
元
金
は

42
～
３
３
３
千
円
／
ha
の
幅
が
あ
り
平

均
で
１
７
３
千
円
／
ha
で
す
。

◎
そ
の
他

　

除
伐
、
保
育
間
伐
、
枝
打
ち
は
所
有

者
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

4
月
19
日
に
組
合
作
業
員
、
職
員
、
協

力
事
業
体
（
11
社
）
の
総
勢
45
名
が
参
加

し
て
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
林
材
業
労
災
防
止
協
会
北
海

道
支
部
の
安
全
指
導
員
・
横
石
幸
雄
様
を

迎
え
、「
①
令
和
5
年
に
道
内
で
発
生
し
た

林
業
労
働
死
傷
災
害
の
原
因
と
再
発
防
止

策
②
人
的
要
因
に
か
か
わ
る
安
全
作
業
の

す
す
め
」
と
題
し
、
講
義
頂
き
ま
し
た
。

　

災
害
事
例
で
は
原
因
と
再
発
防
止
策
を

学
び
ま
し
た
。

　

安
全
作
業
の
す
す
め
で
は
、
災
害
は
不

安
全
な
行
動
や
状
態
か
ら
発
生
す
る
。
不

安
全
な
行
動
に
は
故
意
や
過
失
が
あ
り
、

特
に
手
抜
き
な
ど
の
故
意
に
よ
る
災
害
が

多
い
。
不
安
全
な
状
態
と
は
、
伐
倒
木
の

枯
れ
、
か
か
り
木
が
事
故
の
原
因
を
作
り

だ
す
。

　

そ
の
他
、
忙
し
く
な
る
と
、
慌
て
た
作

業
や
寝
不
足
に
よ
る
体
調
不
良
、
注
意
力

低
下
、
他
の
作
業
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る
イ
ラ
イ
ラ
も
事
故
や

災
害
に
繋
が
る
と
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

労
働
災
害
は
、
思
っ
て
も
見
な
か
っ
た

原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
今
年
も
労
働
安
全

衛
生
へ
の
共
通
認
識
を
も
ち
、
安
全
作
業

に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

講
習
会
開
催
前
に
、澁
谷
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
講
師
と
な
り
森
林
認
証
制
度
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

令
和
六
年
度  

森
林
整
備
事
業
の
実
施

労
働
安
全
衛
生
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た労働安全衛生講習会

植付作業

下刈作業

◎
補
助
事
業
に
つ
い
て
の
注
意
点

注
意
１　

補
助
金
を
活
用
し
て
森
林

の
手
入
れ
を
す
る
に
は
、
組
合
員
の

皆
様
と
森
林
組
合
が
森
林
経
営
委
託

契
約
を
締
結
し
、
森
林
経
営
計
画
が

樹
立
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

注
意
２　

補
助
金
を
活
用
し
て
森
林

整
備
（
間
伐
、植
栽
、下
刈
等
の
保
育
）

を
実
施
し
た
山
林
は
、
実
施
し
た
次

の
年
か
ら
5
年
間
は
、
森
林
以
外
へ

の
転
用
や
全
面
伐
採
を
行
う
と
補
助

金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

除伐作業

作業員の皆さん
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4
月
1
日
か
ら
、
相
続
登
記
の
申
請

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

●
相
続
で
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

は
、
相
続
を
知
っ
た
日
か
ら
3
年
以

内
に
、
相
続
登
記
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
。

●
過
去
に
相
続
し
た
未
登
記
の
不
動
産

も
対
象
。（
3
年
間
の
猶
予
期
間
あ
り
）

●
正
当
な
理
由
な
く
登
記
を
し
な
い
場

合
、
10
万
円
以
下
の
過
料
の
対
象
。

●
早
期
の
遺
産
分
割
が
難
し
い
場
合
、

「
相
続
人
申
告
登
記
※
」
の
手
続
き
を

法
務
局
で
と
る
と
義
務
を
果
た
し
た

こ
と
に
な
る
。

※
「
相
続
人
申
告
登
記
」
は
、
戸
籍
な

ど
を
提
出
し
て
、
自
分
が
相
続
人
の

一
人
で
あ
る
こ
と
を
申
告
す
る
簡
易

な
手
続
き

　

無
理
を
強
い
る
制
度
で
は
な
い
様
で

す
。
例
え
ば
、
何
十
人
も
い
る
法
定
相

続
人
相
手
に
、
全
員
の
合
意
を
取
り
、

必
ず
相
続
登
記
を
実
現
す
る
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
相
続
登
記
は
申
請
し
な
く
て

も
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
少
な
く
、
相

続
す
る
不
動
産
が
は
っ
き
り
し
て
い
て

も
相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
た
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
登
記
簿
を
見
て
も
所
有

者
の
分
か
ら
な
い
「
所
有
者
不
明
土
地
」

が
全
国
で
増
加
し
、大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
義
務
化
に
よ
り
、
所
有
者
に

連
絡
が
つ
か
な
い
問
題
が
少
し
解
決
さ

れ
ま
す
。

　

相
続
人
申
告
登
記
は
、
相
続
未
登
記

の
不
動
産
に
つ
い
て
、
自
分
が
法
定
相

続
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
不
動
産
登

記
に
記
録
す
る
だ
け
の
手
続
き
で
す
。

　

相
続
登
記
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
法
務
局
や
登

記
の
専
門
家
で
あ
る
司
法
書
士
、
司
法

書
士
会
等
に
ご
相
談
し
て
下
さ
い
。

　

相
続
登
記
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
ら
、

組
合
員
の
名
義
変
更
も
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
森
林
組
合
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

【
参
考
】

　
法
務
省　
所
有
者
不
明
土
地
の
解
消

に
向
け
た
民
事
基
本
法
則
の
見
直
し（
法

務
省
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
）

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化

令
和
6
年
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

令
和
6
年
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

令
和
6
年
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

令
和
6
年
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

地区別懇談会（東旭川）

　

5
月
1
日
よ
り
「
旭
川
市
と
み
は
ら

自
然
の
森
」
の
施
設
管
理
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

と
み
は
ら
自
然
の
森
は
旭
川
市
内
江

丹
別
（
中
心
部
か
ら
車
で
約
40
分
）
に

あ
る
森
林
と
林
業
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

　

開
園
期
間
：
５
月
５
日
（
日
）
か
ら

10
月
27
日
（
日
）
ま
で

　

開
園
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
３
時

21
世
紀
の
森
　
草
刈
業
務

　

今
年
も
旭
川
市
21
世
紀
の
森
運
営
協

議
会
の
草
刈
業
務
を
５
月
１
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
行
っ
て
参
り
ま
す
。

と
み
は
ら
自
然
の
森

　

２
月
６
日
～
８
日
ま
で
6
地
区
で
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
の
事
業
概
況
報
告
と
令

和
6
年
度
の
販
売
事
業
、
森
林
整
備
事

業
な
ど
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
林
道
整
備
に
関
す

る
要
望
や
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ヒ
グ
マ
出
没

に
関
す
る
質
問
な
ど
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
、
令
和
6
年
度
事
業
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

地
区
別
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

とみはら自然の森
作業員の皆さん

21世紀の森草刈業務委託
作業員の皆さん

5



　

昨
年
10
月
6
日
、
北
海
道
主
催
の
コ
ン
テ
ナ
苗
現

地
研
修
会
が
東
旭
川
町
瑞
穂
の
造
林
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
民
有
林
で
の
利
用
拡
大
に
向
け
、
上
川
管
内

の
森
林
組
合
や
市
町
村
、
関
係
機
関
な
ど
45
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
専
用
の
植
付
器
具
を
使
い
コ
ン
テ
ナ

苗
の
植
付
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
苗
は
近
年
導
入
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い

造
林
用
山
行
苗
生
産
の
技
術
で
す
。
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
裸
苗
と
比
べ
幅
広
い
時

期
に
植
栽
が
可
能
で
、
根
巻
き
が
起
こ
ら

ず
植
栽
後
の
活
着
が
良
い
と
さ
れ
ま
す
。

　

苗
の
生
産
体
制
も
全
道
各
地
で
安
定
的

に
供
給
で
き
る
施
設
等
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
普
及
が
広
が
る
と
思
わ
れ
る

「
コ
ン
テ
ナ
苗
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
と
は

　
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
特
殊
な
形
の
コ
ン
テ

ナ
容
器
を
使
っ
て
育
て
た
土
付
き
の
苗
木

で
す
。

　
コ
ン
テ
ナ
対
象
樹
種
は
ス
ギ
、
カ
ラ
マ

ツ
、
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
、
グ
イ
マ
ツ
雑
種

Ｆ
１
、
ト
ド
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
広

葉
樹
な
ど

コ
ン
テ
ナ
苗
の
メ
リ
ッ
ト

・
真
夏
や
積
雪
時
を
除
き
、
植
栽
で
き
る

期
間
が
長
い

・
専
用
器
具
に
よ
り
植
付
が
容
易

・
条
件
が
良
け
れ
ば
、
５
０
０
本
／
人
日

以
上
も
植
付
可
能

・
活
着
が
良
く
、
植
え
枯
れ
が
少
な
い

道内の年度別コンテナ苗植付実績 （千本）

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

使用
本数 2.6 8.5 11.5 19.2 27.3 53.8 136.2 178.2 169.8 229.2

　出典：北海道

造
林
作
業
の
省
力
化
を
図
る
コ
ン
テ
ナ
苗

　

5
月
27
～
28
日
の
2
日
間
、
北
海
道

立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
（
北
森
カ

レ
ッ
ジ
）
か
ら
外
部
講
師
の
依
頼
を
受

け
、
東
旭
川
の
旭
川
市
有
林
に
お
い
て
、

当
職
員
が
1
年
生
30
人
に
植
付
の
指
導

を
致
し
ま
し
た
。

　

卒
業
ま
で
の
2
年
間
、
林
業
・
木
材

産
業
の
幅
広
い
知
識
と
確
か
な
技
術
を

身
に
付
け
る
た
め
、
様
々
な
企
業
や
研

究
機
関
な
ど
の
多
彩
な
外
部
講
師
に
よ

り
実
践
的
な
実
習
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
院
生
が
、
地
域
に
根

差
し
た
人
材
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

北
の
森
学
院
生

に
植
付
の
指
導北森学院生　植付指導

・
苗
木
生
産
の
効
率
が
良
く
、
育
苗
期
間
が
短
縮

コ
ン
テ
ナ
苗
の
デ
メ
リ
ッ
ト

・
苗
木
価
格
が
高
い

・
小
運
搬
に
手
間
が
か
か
る

・
苗
木
生
産
の
設
備
投
資
と
資
材
購
入
が
必
要

コンテナ苗植付 踏み鍬によるコンテナ植付

穴開け機（オーガ）による植付 コンテナ現地研修会
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山
林
の
売
買
は

林
地
供
給
事
業
で

　
林
地
供
給
事
業
と
は
、
規
定
に
基
づ
き
林
地
を

譲
渡
（
売
買
）
し
た
場
合
に
、
そ
の
譲
渡
人
に
対

し
税
法
上
の
恩
恵
と
し
て
、
譲
渡
所
得
か
ら
８
０

０
万
円
が
特
別
控
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
売
買
を
希

望
す
る
方
は
是
非
組
合
に
ご
相
談
下
さ
い
。

森
林
調
査
等
の
た
め
に

森
林
に
立
入
り
ま
す

　
組
合
員
所
有
地
の
森
林
に
森
林
組
合
関
係
職
員

が
森
林
施
業
等
の
調
査
の
た
め
に
、
立
入
り
致
し

ま
す
の
で
ご
承
知
置
き
下
さ
い
。

　立
入
り
調
査
内
容

　（
１
）
森
林
整
備
等
の
実
態
調
査

　（
２
）
除
・
間
伐
予
定
地
の
実
態
調
査

　（
３
）
林
道
、
歩
道
、
作
業
道
予
定
地
の
実
態

調
査

　（
４
）
未
立
木
地
の
調
査
な
ど

　
調
査
の
た
め
に
関
係
職
員
が
随
時
立
入
調
査
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
下
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

賦課金の廃止について
　これまで納付をお願いしていました「賦課金」は、理事会で十分協議し
た結果、令和６年度から賦課金を廃止としました。
　なお、令和５年度までの分で、まだ未納の方につきましては、納付をお
願い致します。

森林に立ち入りします

◎当日8時30分～ 9時00分までに連絡いただければ、
当日伺うことができますが、遅れた場合、翌日以降の回
収となる場合があります。

【連絡先】旭川市森林組合

（080-6083-2355）
◎土日休日はアライグマの回収
は行いません。

旭川市のアライグマ捕獲業務
アライグマが箱罠に掛かった方へ

◎１日１回、箱罠の確認をお願いします。
　餌がない場合には補充をお願いします。
◎アライグマの情報（目撃・痕跡・被害）をお寄せください。

《
お
願
い
》

①相続、死亡等により山林名義の変更をしたとき
　（相続の場合は、相続開始後
150日以内です。）

②自宅の住所・連絡先が変更
になったとき
　各種届出の必要がありますの
で、組合事務所までお問い合せ
くださいますようお願い致し
ます。

組合員各種届出のお願い

※各種届出用紙は、ホームページからもダウンロードできます。

アライグマ捕獲業務打合せ

出典：北海道

能登半島地震
被災地の復興祈ります
能登半島地震

被災地の復興祈ります

　各地でヒグマによる人身被害が発生しています。登山・ハイキング・山菜

採り等で被害を防ぐためには、ヒグマに出会わない事が最も重要です。

●注意すべき事項
　①鈴や笛など音の出るもので、自分の存在をクマに知らせる
　②早朝、夕方は注意して下さい（クマの行動が活発です）
　③単独行動は避けて下さい

●もしもクマに遭遇したら
　①落ち着いて、クマに背を向けずにゆっくり後退して下さい
　②クマを驚かすので、大声を出したり、走って逃げるのはやめましょう

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

遠くにヒグマを見つけたら

人がヒグマを引きつける?

登山・ハイキング・山菜採りなどで
ヒグマに出遭わないための行動

ヒグマに出遭ってしまった場合

ヒグマの出没情報を事前に調べましょう!
市町村のホームページ、SNS、新聞、テレビ、ビジ
ターセンターなどでヒグマの出没情報を確認しま
しょう。

聴力に優れ、音に対しては敏感。
●聴覚

昼夜を問わず行動できる視力を
もち、目は決して悪くはない。た
だ、あまり遠距離の物はよく見え
ないらしい。

●視覚

敏感で、埋めた残飯などもすぐに
見つけだします。

●嗅覚 臨機の動作は非常に機敏。
その気になれば一撃で牛を
倒す事もできます。

●運動能力

群れを作らず単独や親子で
行動。大半のヒグマは警戒
心が強く、人を避けて生活
しています。

●性格

コンポスト食痕（フキ）フン（草本）足跡 さくらんぼ

ヒグマを引き寄せる生ごみな
どを屋外に置かないようにし
ましょう。出没情報がある時に
は、夜間や薄暗い時間帯の外出
を避けましょう。
イヌの散歩は、吠え声でヒグマ
を興奮させる恐れがあり危険
です。

●出没地域に住む人

山はヒグマの生息地です。どこ
ででも遭遇すると考えましょ
う。特に、早朝や日没頃の行動
はヒグマと出遭う確率が高く
なります。

●登山

山菜はヒグマの生息地に生え
ていることが多いため、単独行
動を避け、音を出しながら行動
しましょう。

●山菜採り

ヒグマの痕跡のあるところで
は、キャンプをしないようにし
ましょう。

●キャンプ

水流の音でヒグマも人もお互
いに気づきにくくなっていま
すので、より注意をはらいま
しょう。

●渓流釣り

落ちついて状況を判断してくださ
い。ヒグマがこちらに気づいてい
ないなら、その場から静かに立ち
去りましょう。

ヒグマがこちらに気づいたら
ヒグマの移動する方向を見定めな
がら、静かに立ち去リましょう。
あわてることは事故につながリま
す。まず落ちつくことです。普通
にしていれば、ほとんどのヒグマ
は立ち去るはずです。

それでも近づいてきたら
ヒグマから視線をはなさないでく
ださい。そしてヒグマの動きを見な
がらゆっくリと後退してください。

走って逃げるのは自殺行為

ヒグマを刺激しないことです。ま
ず落ちついてゆっくりと後ずさり
してヒグマから目を離さず、その
場から離れましょう。

ヒグマは食べ物への執着が非常に強い動物です。生ゴミ（コンポスト含む）や
果物、干し魚などの人の食べ物の味を覚えてしまうと、それを目当てに家の近
くに繰り返し接近し、人を恐れずに行動するようになります。ヒグマの出没地
域に住む人や野山に出かける人は、十分に注意し、危険を避けましょう。

子グマの後ろに
必ず母グマあり
子グマを見つけたら絶対に近づか
ず、すみやかに立ち去ってくださ
い。母グマは子グマを守ろうと攻
撃してきます。

襲い掛かって
きたら
北米では、首の後ろを手で覆い、
地面に伏して、頚部、後頭部への
致命傷を防ぐ方法を勧めていま
す。道内の死亡事故でもこの部分
が致命傷となっている事例がみら
れます。攻撃を止めるためには、
クマ撃退スプレーが有効です。

音を出しながら歩きましょう!
単独で行動せず、複数人で会話しながら歩くと、
ヒグマも人の存在に気がつきやすくなります。
また、鈴を付けたり、見通しの悪い場所では、手を
叩いたり、笛を吹くのもポイントです。

ヒグマの痕跡を見つけたら
ヒグマの足跡、フンや食痕に注意し、見つけたら、
安全のために引き返しましょう。

可愛いからと
近づかないで!

100%完全な
対応ではない
ですが

ほ
ん
と
うの話

体長：2.0m弱
体重：約150～400㎏

体長：約1.5m
体重：約100～200㎏

ヒグマの生態

ヒグマの1年

ヒグマとの事故をなくすために

人の活動での注意
●オス

●メス

山野のエサが少なく
農業被害を起こすことも

事故多発事故多発
冬眠冬眠準備子グマの親離れ

繁殖期冬眠明け冬眠・出産

　令和 6 年 1 月 1 日に発生した能
登半島地震により、犠牲となられた
方々のご冥福をお祈りするとともに、
被災されました皆様方には心からお
見舞い申し上げます。
　全国森林組合連合会の呼びかけ
で、系統組織をあげて緊急的な災
害支援募金活動が実施されました。
旭川市森林組合も被災者へのお見
舞いとして募金をさせて頂きました。
　被災地の一日も早い復興をお祈
り申し上げます。

ヒグマにご注意下さい

完全週休２日制に移行しています。
●業務時間：
　◎夏季時間（５月１日～11月30日）　８：００　～　１７：００
　◎冬季時間（12月１日～４月30日）　８：３０　～　１７：００
●休　　日：土曜日、日曜日、祝祭日、お盆、年末年始

組合の

業務時間
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林
の
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は

林
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給
事
業
で

　
林
地
供
給
事
業
と
は
、
規
定
に
基
づ
き
林
地
を

譲
渡
（
売
買
）
し
た
場
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に
、
そ
の
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渡
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の
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恵
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０
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の
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を
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る
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是
非
組
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に
ご
相
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下
さ
い
。

森
林
調
査
等
の
た
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に

森
林
に
立
入
り
ま
す

　
組
合
員
所
有
地
の
森
林
に
森
林
組
合
関
係
職
員

が
森
林
施
業
等
の
調
査
の
た
め
に
、
立
入
り
致
し

ま
す
の
で
ご
承
知
置
き
下
さ
い
。

　立
入
り
調
査
内
容

　（
１
）
森
林
整
備
等
の
実
態
調
査

　（
２
）
除
・
間
伐
予
定
地
の
実
態
調
査

　（
３
）
林
道
、
歩
道
、
作
業
道
予
定
地
の
実
態

調
査

　（
４
）
未
立
木
地
の
調
査
な
ど

　
調
査
の
た
め
に
関
係
職
員
が
随
時
立
入
調
査
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
下
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

賦課金の廃止について
　これまで納付をお願いしていました「賦課金」は、理事会で十分協議し
た結果、令和６年度から賦課金を廃止としました。
　なお、令和５年度までの分で、まだ未納の方につきましては、納付をお
願い致します。

森林に立ち入りします

◎当日8時30分～ 9時00分までに連絡いただければ、
当日伺うことができますが、遅れた場合、翌日以降の回
収となる場合があります。

【連絡先】旭川市森林組合

（080-6083-2355）
◎土日休日はアライグマの回収
は行いません。

旭川市のアライグマ捕獲業務
アライグマが箱罠に掛かった方へ

◎１日１回、箱罠の確認をお願いします。
　餌がない場合には補充をお願いします。
◎アライグマの情報（目撃・痕跡・被害）をお寄せください。

《
お
願
い
》

①相続、死亡等により山林名義の変更をしたとき
　（相続の場合は、相続開始後
150日以内です。）

②自宅の住所・連絡先が変更
になったとき
　各種届出の必要がありますの
で、組合事務所までお問い合せ
くださいますようお願い致し
ます。

組合員各種届出のお願い

※各種届出用紙は、ホームページからもダウンロードできます。

アライグマ捕獲業務打合せ

〈
採
用
〉

令
和
6
年
４
月
１
日
付

　

業
務
部
業
務
課
業
務
係　

木
下　
　

輝

〈
退
職
〉

令
和
6
年
3
月
31
日
付

　

業
務
係　

吉
本　

宏
大

令
和
6
年
4
月
30
日
付

　

業
務
課
長　

岡
崎　

康
隆

人
事
の
お
知
ら
せ

木き
の

下し
た

　
　
輝

ひ
か
る

　

平
成
15
年
、
旭
川
生
ま
れ
旭
川
育
ち
の
21
歳

で
す
。

　

旭
川
龍
谷
高
校
を
卒
業
し
北
の
森
づ
く
り
専

門
学
院
へ
入
学
、
卒
業
し
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
地
元
で
働
き
た
い
と
思
い
、

旭
川
市
森
林
組
合
か
ら
内
定
を
頂
き
務
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
8
歳
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
野
球
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。

　

約
10
年
間
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
り
続
け
、
小
学

生
の
時
に
1
度
優
勝
し
、
中
学
3
年
生
の
時
に

全
国
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

　

今
は
中
学
生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を

や
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
培
っ
て
き
た
体
力
や
、
団
体
行
動
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
活
か
し
た

仕
事
を
や
り
た
い
と
思
い
林
業
と
い
う
道
に
進

み
ま
し
た
。

　

全
く
考
え
た
こ
と
も
な
い
世
界
に
足
を
踏
み

入
れ
る
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
北
森
カ
レ
ッ

ジ
で
学
ぶ
に
つ
れ
林
業
は
お
も
し
ろ
い
職
業
だ

な
と
思
い
ハ
マ
り
ま
し
た
。

　

色
々
な
人
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
森

林
組
合
に
就
職
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
る
事
で
、
色
々
な
責
任
が
つ
き

ま
と
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
自
覚
と
責
任
を
持
っ

て
働
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

新
人
紹
介
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名　　　　称

設　　　　立

所 在 地

代 表 電 話

Ｆａｘ 番 号

代 表 者 名

従 業 員 数

組 合 員 数

森林所有面積

出 資 金

事 業 区 域

email:asahikawa@a-sinrin.com

URL:http://www.a-sinrin.com

旭川市森林組合

昭和45年3月26日

北海道旭川市

工業団地3条1丁目2番15号

0166-36-4268

0166-36-4290

代表理事組合長　木　津　　勝

28名

1,287人

10,763.45ｈａ

93,969千円

旭川市・比布町・東神楽町の区域

　
現
旭
川
森
林
組
合
副
組
合
長 

角
　
一
郎
氏
（
享
年
77
才
）
は
去
る
３
月
19

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
旭
川
市
森
林
組
合
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
任
の
副
組
合
長
に
久
保
宣
夫
理
事
が
理
事
会
で
選
任
さ
れ
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
永
年
組
合
の
事
業
推
進
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
現
）
役
　
員
　
　
角
　
　
　
一
　
郎
　
　
令
和
六
年
　
三
月
　
十
九
日

（
元
役
員
・
現
総
代
）
　

　
内
　
山
　
　
　
敏
　
　
令
和
六
年
　
四
月
　
十
六
日

（
現
）
総
　
代
　
　
吉
　
田
　
敏
　
仁
　
　
令
和
五
年
　
八
月
　
十
四
日

（
現
）
総
　
代
　
　
田
　
中
　
　
　
進
　
　
令
和
六
年
　
一
月
二
十
三
日

（
現
）
総
　
代
　
　
的
　
場
　
健
　
治
　
　
令
和
六
年
　
二
月
二
十
四
日

（
現
）
総
　
代
　
　
山
　
下
　
　
　
廣
　
　
令
和
六
年
　
三
月
　
　
五
日

訃

　
　報

訃

　
　報
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